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《Garden》は庭の中の紙吹雪をみんなで舞い上げて花

を咲かせる作品です。紙吹雪をたくさん舞い上げると小

さな芽が出て、やがて花が咲きます。休むと花は消えて

しまうので、そのまま頑張り続けると庭が花でいっぱい

になります。

浅野耕平

共同参加型映像体感作品

ⓒkohei ASANO
協力：東京工芸大学
　　　インタラクティブ
　　　メディア学科

《Garden》

術

光センサーと発光ダイオードが一組になったパーツがパネルに

並んで画面を構成しています。パネルに照明があたっていると

きは、発光ダイオードは消えていて、影になると点灯します。 

観客の影にあわせて、「影絵」のように赤い光が点灯してつい

てきます。 

ふだん気にもとめない影が、ここでは主役になるのです。

LEDを使用した体感型作品

森脇裕之 《レイヨ＝グラフィー》

ⓒhiroyuki MORIWAKI

移動美術館　小浜展1

会　　期：平成24年 7/25㈬〜8/5㈰　※会期中無休

開場時間：午前9時〜午後5時 （入場は午後4時30分まで）

観 覧 料：無料　※クールライフプロジェクトの一環

新収蔵品紹介
　　　～日本絵画と中国陶器～

狩野常信「花鳥図屏風」　17世紀（江戸時代）
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県立美術館では当館のコレクションを嶺南地域の方々にも

身近に鑑賞していただくことができるよう、小浜市で年２

回「移動美術館」を開催しています。

今回の移動展１では、昨年度に当館が新たに収集した作品

の中から、江戸時代前期に活躍した江戸幕府の御用絵師・

狩野常信の筆になる新発見の「花鳥図屏風」や、１６～１８世

紀に中国で造られた焼き物を含む、日本画、洋画、工芸な

どの作品を展示します。ぜひご覧ください。

所蔵品によるテーマ展

会　　期：平成24年 7/27㈮〜9/11㈫ ※9月3日㈪は休館日

開場時間：午前9時〜午後5時 （入場は午後4時30分まで）

※8月25日㈯26日㈰は午後7時まで（入場は午後6時30分まで）

観 覧 料：無料　※クールライフプロジェクトの一環

工芸は実用性と芸術性とが融合して制作されたもので、

絵画や彫刻以上に身近な存在として、私たちの生活の

中に重要な位置を占めてきました。その種類も金工、

陶芸、漆工、染織などと幅広く、使用される技法も多

種多様です。「用の美」とい

われるように、機能性と造

形美が一体化したものが工

芸の特徴ですが、現代では

それらを離れた自由な作品

も制作されています。今回

の展示では様々な種類の作

品を展示し、その多彩な魅

力をご紹介します。

テーマ展「工芸の美」

羽田登喜男「花野」

県立美術館では、福井新聞社、ＦＢＣ福井放
送と実行委員会を組織し、４月２０日㈮から５
月２０日㈰まで、ストラスブール近・現代美術
館のコレクションを中心に、シスレー、ゴーギャ
ン、ボナール、マグリット、ピカソ他、１９世
紀後半から２０世紀後半までのほぼ１世紀の
間に活躍した作家の作品を紹介する「ストラス
ブール美術館展　―ゴーギャン、ピカソから
ローランサンまで―」を開催しました。
全国巡回の初会場となった本展では、巡回作

品だけでなく、県内の著名な美術コレクターで
ある小野光太郎氏よりマリー・ローランサンの
優品５点を特別賛助出品していただくとともに、
当館館蔵の版画作品からゴーギャン２点、ピカ
ソ３点、シャガール１点、ミロ３点をあわせて
展示し、合計６０作家９７作品を紹介しました。
「館長によるギャラリートーク」、小中学生を
対象とした「担当学芸員による学校鑑賞会」、福
井大学生によるワークショップ「モダンアート
探検隊～３色の絵の具で巨匠に挑戦」等多彩な
イベントが行われ、当初の目標をはるかに上回
る２６，８５０人余りの方々に展覧会を楽しんで
いただくことができました。
この場を借りて、お礼申し上げます。
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２万人目の来場者に記念品贈呈

担当学芸員による学校鑑賞会
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「赤銅牡丹拵総金具大小揃」　19世紀（江戸時代）

楠部彌弌「彩　春日香炉」
20世紀（昭和時代）

政秀「虫尽図前金具」
19世紀（明治時代）
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著名な画家の作品を間近で
鑑賞出来るのは嬉しいです。
視覚だけでなく、会場内の
いつもにない緊張感は、こ
こち良かったです。

橋本多美子

ああそうだ、この頃のヨーロッパはジャポニ
ズムの時代だったのだ。
絵画の主題の後に描かれている屏風や小物を
見て思った。
日本美術の左右対象の構図や空間構成はヨー
ロッパの人々の目にどんなにか新鮮に映った
ことだろう。作品のすばらしさとともにそん
なことが心に浮かんだひとときであった。

館長さんから近代美術史の説明や画家の裏話
など分かりやすく伺え、1時間では足りない
ほどの鑑賞会に参加。今回の美術展をより深
く味わえるきっかけになりました。
小野さん提供、マリーローランサンの椅子は
展示のホットスペースとなり、その辺りは混
み合った会場のムードが和んで感じました。

牧野惠子

福井県立美術館友の会は、結成され
て今年で35周年にあたる。
今までには、日本画・油彩画をはじ
め写真、ステンドグラス等々の実技講

座を年間２講座ずつ行ってきたが、最近特に人気なの
は絵画の基礎、デッサン講座！17年度の木炭デッサ
ンに始まり鉛筆・コンテと続き題材も石膏、静物、昨
年度からは人物と毎回「今年度で最後」と先生に言わ
れながらも、定員を超える応募があり続いてきてい
る。先生いわく、「単色で何の面白みもないのに皆さ
ん熱心に、お休みも少なくなぜ続けられるのだろう」
と驚いておられる。先生の魅力もあるのだろうと思う
が・・・。
さて、24年度第１回目の講座は、会員からの要望もあり裸婦を含む「人物デッサン講座」。定員20名のとこ
ろ32名の応募があり、落とすのもかわいそうということで、少し狭いが全員で始める事とする。締め切り後にも、
何人か問い合わせがあったが、丁重にお断りした。
5月23日から始まった当講座、やはり皆さんお休みも少なく3時間をとても集中して熱心に受講している。

毎回友の会の講座を楽しみにし
ています。
非常に疲れますが充実した3時
間で、人物を勉強する上でとても
勉強になります。　　　　　　N

どんなに疲れていても気になる
ことがあっても帰りには知らない
うちにすっきりとした気分になり
ます。　　　　　　　　　　　Y.Y

退職後のスケジュールにとらわ
れない毎日の中で唯一の決まった
一週間のひとときです。
少しでもデッサンがうまくなる
ように頑張りたいと思います。S.T

デッサン力の全くない私ですが、3月の講座展
示会を見学し、ぜひともやってみたくなり入会
しました。
いっしょに描きながら、とても刺激を受けて
ます。先生の控えめなワンポイントアドバイスも、
ぐっと心に響いてます。　　　　　　牧野恵子

昨年より参加し、とても楽しく、
3時間もあっという間にすぎ充実
したデッサン会です。
参加費もとても格安でとても満
足してます。　　　　　　　　Y.H

友の会実技講座
を受講して

5月9日㈬から6月3日㈰までE&Cギャラリー（福井市中央1-20-25）
において、戦後日本を代表する現代美術家、小野忠弘の展覧会「小野忠
弘展vol.2　ドローイング作品を中心に　―線の力―」が開催されました。
2010年に開催された「小野忠弘展vol.1」の続編となる本展には、小野
忠弘の大きな特徴のひとつである「線の力」の魅力が凝縮された８点が
出品されました。これらの作品はいずれも福井県立美術館の所蔵品です。
5月12日㈯に関連企画として開催されたギャラリートークでは、前回
に続いて西村直樹学芸員を講師に迎え、「廃墟、質、零度」をキーワー
ドに小野作品の魅力を探りました。美術関係者やファン、生前の小野
氏を知る人等多くの方々が訪れ、熱気溢れる中での開催となりました。

（NPO法人E&Cギャラリー理事、福井大学准教授　湊　七雄）

2012年 5/9㈬〜6/3㈰　E&Cギャラリー

小野忠弘展vol.2　ドローイング作品を中心に　―線の力―

“ボランティアの会”
　　　　　  の会長として
ボランティアの会　会長

西村　和修

私は昨年春に“ボランティアの会”
に入会しましたので、まだ１年余りし
か経っていません。
したがって、4月に会長になってもまだ具体的に指針や
方策があるわけではありません。
ただ、会長として会員の皆様が楽しくボランティア活動
ができる様、運営委員の方に支えられながら次の２点に取
り組みたいと考えています。
１．会員とのコミュニケーション作り
２．若い人の美術館への集客アップ
先ずコミュニケーションについてですが、私達の活動は
基本的には“美術館の受付業務”と“展覧会開催時での会場
監視業務”がメインです。現在87名が会員ですが、活動は
各自が都合のつく日（約２回／月）に活動しますので、全員
が一同に顔を合わせることはほとんどありません。その為
どうしても連帯感は希薄になりコミュニケーションも滞り
がちです。
昨年の私は、活動についてわからないことや問い合わせ
たいことがあっても普段顔も合わせない運営委員に直接お
聞きすることは気が引けましたのでそのままにしておくこ
とがありました。
もし、このような時に文書で問い合わせできるシステム

があれば活用していたかもしれません。
そこで、今回運営委員会にはかりボランティアの会事務
室に投書箱を設置すること提案し了承されました。
また、従来より“ボランティア通信”が運営委員により発
行されてきましたが、私としてはこの１年事務局からの一
方的なお知らせと実績報告のような印象を持っていました。
この“ボランティア通信”に投書内容や問い合わせに関す
る返答を載せ会員のみんなが情報交換できるようにしたい
と考えています。まあ、この投書箱が十分に活用されるか
どうか効果の程はわかりませんがとりあえずやってみよう
と思います。
次に若い人へのアプローチですがこれは難しいです。
私は若い人にもっと美術に興味を持ってもらいたい。美
術を通し心を豊かにして創造力を養ってほしいのです。私
は長い間サラリーマン生活を続けてきて、今企業がいかに
社員に対し創造力や発想力，企画力を求めているかを痛感
しました。頭でっかちの知識は今やコンピュータがしてく
れます。現代社会では技術にしろ経営にしろ新しい視点に
たったアイデアが必要です。これらの能力を伸ばす為にも、
若い人が今以上に美術に関心を持ち美術館に足を運んでく
れることを期待しています。その為に、美術館と協調し私
達ボランティアとしてできる支援はしていきたいと思いま
す。
最後に私達の活動が福井県民の方により認知され、より
多くの人が活動を支えてくれることを願います。今年どれ
だけできるかわかりませんが精一杯務めますのでよろしく
お願いします。

デッサン講座

ギャラリートーク（右より西村学芸員、湊准教授）
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―ゴーギャン、ピカソからローランサンまで―　を鑑賞して


